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ᖺ௦ᖺ௦ᖺ௦ᖺ௦ 㸱㸮㸮㸮㸮㹼㸯㸮㸮㸮㸮ᖺ๓ 㸯㸮㸮㸮㸮ᖺ๓㹼 㸶㸮㸮㸮ᖺ๓㹼 㸴㸮㸮㸮ᖺ๓㹼 㸳㸮㸮㸮ᖺ๓㹼 㸲㸮㸮㸮ᖺ๓㹼 㸱㸮㸮㸮ᖺ๓㹼 㸰㸱㸮㸮ᖺ๓㹼 ⣖ඖᚋ㸱㸮㸮ᖺ㹼

୺ ࢼ ▼ ☻ࡿ ❿ ❿ ㈅ ⪥ ᅵ ࡲ ࣄ ᧿ ኱ ⅆ᧿ ኱ ⅆ᧿ ኱ ⅆ᧿ ኱ ⅆ ࡲ ≉ ᮾ ✄ᑠ࡞㖡 ㏆ ኱ ᐙ
࡞ ࢘ ล 〇 ✰ ✰ ሯ 㣭 ჾ ࡌ ࢫ ࡾ ᆺ ࡾ⅖ ᆺ ࡾ⅖ ᆺ ࡾ⅖ ᆺ ⅖ ࡌ Ṧ ໭ సᅜࢃ㚫 ␥ 㝣 ᪘
⏕ ࣐ ࡜ ▼ ఫ ఫ ࡀ ࡸ ࡢ ࡞ ࢖ ษ ఫ ᅵษ ఫ ᅵษ ఫ ᅵษ ఫ ᅵ ࡞ ࡞ ᆅ ࣭ᐙ࣭ࢀ ᆅ ࠿ ⓗ
ά ࣥ ᡴ ჾ ᒃ ᒃ ᙧ ⿦ ᩥ ࠸ ࡢ ࡾ ᒃ ჾࡾ ᒃ ჾࡾ ᒃ ჾࡾ ᒃ ჾ ࠸ ▼ ᪉ 㔠ࡿࡀṊ ᪉ ࡽ ࡞
ࡢ ㇟ 〇 ࣭ ࡟ ࡛ ᡂ ㌟ ᵝ ࡢ ⋢ ᐃ ࡀ ᐃࡀ ࡀ ᐃࡀ ࡀ ᐃࡀ ࡀ ࡀ ࡢ ჾ ࡢ ᒓᙧ ჾ ࡟ 㡲 ᶓ
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㑇 ᳃ ࣄ ࢖ 㔮 ࣄࡢ ࢖ 㔮 ࣄࡢ ࢖ 㔮 ࣄࡢ ࢖ 㔮 ࡢ
㊧ ┴ ࢫ ⋢ ᡭ ໙ࢫ ⋢ ᡭ ໙ࢫ ⋢ ᡭ ໙ࢫ ⋢ ᡭ ໙㸧

࢖ 㢮 ᅵ ࢖⋣ 㢮 ᅵ ࢖⋣ 㢮 ᅵ ࢖⋣ 㢮 ᅵ ⋢

ͤ ⦖ᩥ᫬௦ࡢඹྠయࡸ⏕άᵝᘧࢆᏛࠊ࠺ࡼࡿ࡭㸱Ჷࡢ
ఫᒃ㊧ࢆ᚟ඖࠋࡓࡋ

᚟ඖఫᒃࡢ෇ᙧࡔ᚟ඖఫᒃࡢ෇ᙧࡔ᚟ඖఫᒃࡢ෇ᙧࡔ᚟ඖఫᒃࡢ෇ᙧࡔ
࣭ ➨㸯ྕ᚟ඖఫᒃ 㸰㸲੍
࣭ ➨㸰ྕ᚟ඖఫᒃ 㸯㸰㸮੍。ࡳࡓࡓ㸵㸮ᯛศࡢᗈࡉ)
࣭ ➨㸲ྕ᚟ඖఫᒃ 㸱㸳੍

ᅜෆ᭱኱⣭ࡢ➨㸰ྕ᚟ඖఫᒃᅜෆ᭱኱⣭ࡢ➨㸰ྕ᚟ඖఫᒃᅜෆ᭱኱⣭ࡢ➨㸰ྕ᚟ඖఫᒃᅜෆ᭱኱⣭ࡢ➨㸰ྕ᚟ඖఫᒃ ➨㸰ྕఫᒃ᚟ඖ᝿ീᅗ

࣭ 㑇㊧ࡰ࡯ࡢ୰ኸ㒊࡟఩⨨ࠋࡿࡍ
࣭ ᮾす㸯㸵㹫ࠊ༡໭㸶㹫ࡢᑠุᆺࠋ
࣭ 㸰ᐊ࡟༊ษࢀࡽ㸲ಶ࡜⅔⤌▼ࡢ

㸰ಶࡢᇙࡀࡵࡀ➼㛫㝸࡛ࠋࡪࡽ࡞
࣭ ᰕ㊧ࡀ㸯㸲ಶࠊ➼㛫㝸࡛ࠋࡪࡽ࡞
࣭ 㞟఍ᡤࡿࡍㄯ┦ࢆ࡝࡞ࡾ⚍ࡸࡾ࠿

ࡢࡓࡗࡔసᴗᡤࡢࠎேࡢᮧࡣ࠸ࡿ࠶
ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽ࠼⪄࡜࠿࠸࡞ࡣ࡛

Ⓨࡘࡃᙜ᫬ࡢ➨㸰ྕఫᒃ㊧
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 ࠺ࢁࡔࡢࡓ࠸࡚ࡋ

୙ ື ᇽ 㑇 ㊧

➨㸰ྕ᚟ඖఫᒃ ➨㸲ྕ᚟ඖఫᒃ 㸯ྕ᚟ඖఫᒃ

㸽ࡢࡶࡢࢁࡈࡘ࠸㸽ࡢࡶࡢࢁࡈࡘ࠸㸽ࡢࡶࡢࢁࡈࡘ࠸㸽ࡢࡶࡢࢁࡈࡘ࠸
࣭ ⦖ᩥ᫬௦୰ᮇࡢ๓༙㸦⣙㸲㸪㸳㸮㸮ᖺ㹼㸳㸪㸮㸮㸮ᖺ๓㸧ࡢࡶࡢ

ฟ࡚ࡣ≀ࡓࡁ㸽ฟ࡚ࡣ≀ࡓࡁ㸽ฟ࡚ࡣ≀ࡓࡁ㸽ฟ࡚ࡣ≀ࡓࡁ㸽
࣭ ❿✰ᘧఫᒃ㊧⣙㸰㸮ᡞࠋ㣗ᩱࡢ㈓ⶶࡸຍᕤ⏝ࠊ✰ࡢከᩘࠋ
࣭ ᅵჾࠊ▼ჾ࢖ࢫࣄࠊཎ▼ࠊ㯮᭙▼࡝࡞ከᩘࠋ

㸽ࡓࢀࡽ㐀࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡢ࡝㸽ࡓࢀࡽ㐀࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡢ࡝㸽ࡓࢀࡽ㐀࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡢ࡝㸽ࡓࢀࡽ㐀࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡢ࡝
࣭ ᆅ㠃ࢆ෇ᙧࡸᅄゅᙧ࡛ࢇࡇࡾ᥀࡟ᅵ㛫ࢆ⅔ࠊࡾࡃࡘࢆタࠊࡅ

ᰕ࡟ୖࡢࡑࠊ࡚❧ࢆᮌࡢᯞ࡛࡝࡞ࣖ࢝ࡸᒇ᰿࡚ࡅࡘࢆ㐀ࠋࡓࡗ

 

 ࡟ࡇࡇ࡚ࡋ࠺࡝
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➨㸰ྕᒃ㊧ࡢᰕ✰ࡣつ๎ṇࡃࡋᕥ
ྑᑐ⛠࡟୪ࠊࡾ࠾࡛ࢇ㛗ࡢࡉᇶ‽࡟
ࡲࢀࡉ ᥎ࡀ࡜ࡇࡓࡗ࠶ࡀ≀ࡓࡗ࡞
ࠋࡍ
࣭༡໭ࡢᰕࡢ㛫㝸 4.2㹫

㸦」5੉×1「㸧
࣭ᮾすࡢᰕࡢ㛫㝸 2.8 㹫

㸦」5੉×8㸧
ࡣ࡟᫬௦ᩥ⦕ࡽ࠿ࡽࢀࡇ 35 ੉ࢆ

༢఩࡞࠺ࡼࡢࠖࡋࡉࡢࡶࠕࡿࡍ࡜
ࠋࡍࡲࢀࡽ࠼⪄࡜ࡓࡗ࠶ࡀ≀

ጃ૨ʴጃ૨ʴጃ૨ʴጃ૨ʴƸȒǹǤǛƸȒǹǤǛƸȒǹǤǛƸȒǹǤǛڤڤڤڤǜƩǜƩǜƩǜƩᲹᲹᲹᲹ

࣮࣓࢖ࢆ↛⮬኱ࠊࡣⰍ⥳ࡢ࢖ࢫࣄ
࠿ࠋࡍࡲࡕᨺࢆග࡞ⓗ⛎⚄ࠊࡏࡉࢪ
⿦㌟ࠊࡣ࢖ࢫࣄ࠸ࡃ࡟ࡋຍᕤ࡚ࡃࡓ
ල࡚ࡋ࡜౯್ࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀປຊࢆ
కࠊ࡟ࡢࡶ࠺⦖ᩥேࠊࡣ౯್ほࢆぢ
ฟ࠿࠺ࡻࡋ࡛ࡢࡓ࠸࡚ࡋ㸽
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年 表年 表年 表年 表
時代 旧石器時代 縄 文 時 代 弥生時代 古墳時代時代 旧石器時代 縄 文 時 代 弥生時代 古墳時代時代 旧石器時代 縄 文 時 代 弥生時代 古墳時代時代 旧石器時代 縄 文 時 代 弥生時代 古墳時代
年代年代年代年代 ３００００～１００００年前 １００００年前～ ８０００年前～ ６０００年前～ ５０００年前～ ４０００年前～ ３０００年前～ ２３００年前～ 紀元後３００年～

主 ナ 石 る磨 竪 竪 貝 耳 土 ま ヒ 擦 大 火擦 大 火擦 大 火擦 大 火 ま 特 東 稲小な銅 近 大 家
な ウ 刃 製 穴 穴 塚 飾 器 じ ス り 型 炎り 型 炎り 型 炎り 型 炎 じ 殊 北 作国わ鐸 畿 陸 族
生 マ と 石 住 住 が や の な イ 切 住 土切 住 土切 住 土切 住 土 な な 地 ・家れ・ 地 か 的
活 ン 打 器 居 居 形 装 文 い の り 居 器り 居 器り 居 器り 居 器 い 石 方 金がる武 方 ら な
の 象 製 ・ に で 成 身 様 の 玉 定 が が定 が が定 が が定 が が の 器 の 属形 器 に 須 横
移 や 石 縄 住 の さ 具 が 道 類 角 作 み角 作 み角 作 み角 作 み 石 が 文 器成 的 前 恵 穴
り オ 器 文 み 定 れ の 装 具 の 磨 ら ら磨 ら ら磨 ら ら磨 ら ら 器 多 化 のさ 祭 方 器 墓
変 オ が 土 始 住 る 製 飾 が 生 製 れ れ製 れ れ製 れ れ製 れ れ が く が 使れ 器 後 の が
わ ツ 使 器 め 生 作 的 製 産 石 る る石 る る石 る る石 る る 発 な 伝 用る に 円 生 作
り ノ わ ・ る 活 が に 作 が 斧斧斧斧 達 る わ が よ 墳 産 ら
・ 鹿 れ 弓 が お な さ お がががが す る 始 る が 方 れ
主 が た 矢 営 こ る れ こ 生生生生 る ま 祭 現 法 る
な い が ま な る な 産産産産 る 祀 れ が
出 た 使 れ わ わ ささささ が る 伝
来 わ る れ れ れれれれ お わ
事 れ る る るるるる こ る

朝 北朝 北朝 北朝 北 岩 馬柳 馬馬柳 馬馬柳 馬馬柳 馬 明 境 三 玉馬の境境 三 玉馬の境境 三 玉馬の境境 三 玉馬の境愛器下栃器下栃器下栃器下栃 不不不不 馬馬馬馬桜境下柳 境柳三境下柳 境柳三境下柳 境柳三境下柳 境柳三 大 な浜馬明な浜馬明な浜馬明な浜馬明高藤石
日 野日 野日 野日 野 宿 場田 場場田 場場田 場場田 場 石 Ａ 峰 類場生ＡＡ 峰 類場生ＡＡ 峰 類場生ＡＡ 峰 類場生Ａ本

））））

山木山木山木山木 動動動動 場場場場町Ａ山田 Ａ田浦Ａ山田 Ａ田浦Ａ山田 Ａ田浦Ａ山田 Ａ田浦 境 ど山場石ど山場石ど山場石ど山場石松ノ舞
町 台町 台町 台町 台

（

山山山山

（（（（

山山山山 Ａ ・ 遺 の山産・ 遺 の山産・ 遺 の山産・ 遺 の山産

（（（（

新 新山新山新山新山 堂堂堂堂 山山山山

（

新新新新 洞 が玉山Ｄが玉山Ｄが玉山Ｄが玉山Ｄ塚木台
・ 群 Ｄ尖 Ｄ 柳 跡 生遺Ｄ尖 Ｄ 柳 跡 生遺Ｄ尖 Ｄ 柳 跡 生遺Ｄ尖 Ｄ 柳 跡 生遺

））））

磨磨磨磨

（ （（ （（ （（ （（

遺遺遺遺小 窟 作つＤ・作つＤ・作つＤ・作つＤ・古古古
県 馬 頭 ・頭 ・頭 ・頭 ・ 三 田 群 産跡 製田 群 産跡 製田 群 産跡 製田 群 産跡 製黒 石石 跡石石 跡石石 跡石石 跡矢

（

らく・Ａらく・Ａらく・Ａらく・Ａ墳墳墳
・ 県 器 Ｆ器 Ｆ器 Ｆ器 Ｆ 内

））））

群 石群 石群 石群 石部 棒棒棒棒棒棒棒棒 部 氷 れりＦれりＦれりＦれりＦ

（ （ （

国

） ）） ））

丸

（（ （（

斧斧斧斧市 ・・・・・・・・ 市 見 るるるる

（（（（

奈奈奈
の 山 石 ・石 ・石 ・石 ・

）

土玉土玉土玉土玉

）

市

））））

ヒヒヒヒ 良良良
主

（

器 ヒ 偶類器 ヒ 偶類器 ヒ 偶類器 ヒ 偶類

）

スススス 県県県
な 青 ・ ス ・・ ス ・・ ス ・・ ス ・

））））
イイイイ

） ） ）

遺 森 ヒ イ 釣 のヒ イ 釣 のヒ イ 釣 のヒ イ 釣 の
跡 県 ス 玉 手 勾ス 玉 手 勾ス 玉 手 勾ス 玉 手 勾）

イ 類 土 玉イ 類 土 玉イ 類 土 玉イ 類 土 玉

※ 縄文時代の共同体や生活様式を学べるよう、３棟の
住居跡を復元した。

だ円形の復元住居だ円形の復元住居だ円形の復元住居だ円形の復元住居
・ 第１号復元住居 ２４㎡
・ 第２号復元住居 １２０㎡(たたみ７０枚分の広さ)
・ 第４号復元住居 ３５㎡

国内最大級の第２号復元住居国内最大級の第２号復元住居国内最大級の第２号復元住居国内最大級の第２号復元住居 第２号住居復元想像図

・ 遺跡のほぼ中央部に位置する。
・ 東西１７ｍ、南北８ｍの小判型。
・ ２室に区切られ４個の石組炉と

２個の埋がめが等間隔でならぶ。
・ 柱跡が１４個、等間隔でならぶ。
・ かりや祭りなどを相談する集会所

あるいは村の人々の作業所だったの
ではないかと考えられている。

発くつ当時の第２号住居跡

 

そのころは 

どんなくらしを 

していたのだろう 

不 動 堂 遺 跡

第２号復元住居 第４号復元住居 １号復元住居

いつごろのもの？いつごろのもの？いつごろのもの？いつごろのもの？
・ 縄文時代中期の前半（約４，５００年～５，０００年前）のもの

出てきた物は？出てきた物は？出てきた物は？出てきた物は？
・ 竪穴式住居跡約２０戸。食料の貯蔵や加工用の穴、多数。
・ 土器、石器、ヒスイ原石、黒曜石など多数。

どのようにして造られた？どのようにして造られた？どのようにして造られた？どのようにして造られた？
・ 地面を円形や四角形に掘りこんで土間をつくり、炉を設け、

柱を立て、その上に木の枝やカヤなどで屋根をつけて造った。

 

どうしてここに 

住んだのかな。 

３５３５３５３５㎝㎝㎝㎝のものさしがのものさしがのものさしがのものさしが存在存在存在存在したしたしたした？？？？

第２号居跡の柱穴は規則正しく左
右対称に並んでおり、長さの基準に
なった物があったことが推測されま
す。
・南北の柱の間隔 4.2ｍ

（35㎝×12）
・東西の柱の間隔 2.8 ｍ

（35㎝×8）
これらから縄文時代には 35 ㎝を

単位とする「ものさし」のような
物があったと考えられます。

縄文人縄文人縄文人縄文人はヒスイをはヒスイをはヒスイをはヒスイを好好好好んだんだんだんだ？？？？

ヒスイの緑色は、大自然をイメー
ジさせ、神秘的な光を放ちます。か
たくて加工しにくいヒスイは、装身
具として価値がありました。労力を
伴うものに、縄文人は、価値観を見
出していたのでしょうか？

土器土器土器土器にこめられたにこめられたにこめられたにこめられた縄文人縄文人縄文人縄文人のメッセージ･･･のメッセージ･･･のメッセージ･･･のメッセージ･･･！？！？！？！？

飾りの数飾りの数飾りの数飾りの数： 飾りとして作られた突起部分の数が不思議と「奇数」なの
です。偶数のほうが等分にでき作りやすいのに、わざわざ奇
数としたのは、縄文人が奇数に神秘的なあこがれをもち、な
んらかの意味をもたせていたのかもしれません。

縄 模 様縄 模 様縄 模 様縄 模 様： 土器の表面に、縄を転がして模様をつけたものがあります。
縄の編み方や転がし方で模様を少しずつ変えることができま
す。１本の縄から作り出される模様のパターンは２００種類
以上も見つかっています。縄文人は土器の縄模様にどんな思
いをこめていたのでしょう。

不動堂遺跡出土遺物不動堂遺跡出土遺物不動堂遺跡出土遺物不動堂遺跡出土遺物 縄文時代の人々は、
どんなふうに土器や石器を

縄文土器 使っていたのかな？

深鉢形土器（前葉）


